
訓
読
，
平
家
打
聞
』

Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

五
六

Ｈ
士
冗

ヨ
ヲ
…
ｐ

『
平
家
打
聞
』
Ｈ

（
巻
一
－
巻
三
）

は
じ
め
に

　
本
稿
は
、
四
部
合
戦
状
本
『
平
家
物
語
』
（
以
下
四
部
本
と
略
称
）
の
注
釈

書
と
目
さ
れ
る
『
平
家
打
聞
』
の
訓
読
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
『
平
家
物
語
』

の
最
古
の
注
釈
で
あ
り
、
そ
の
中
に
見
ら
れ
る
一
見
荒
唐
無
稽
な
知
識
や
、

『
私
聚
百
因
縁
集
』
・
『
神
道
集
』
・
真
名
本
『
曾
我
物
語
』
等
と
関
連
す
る
説
話

な
ど
、
中
世
の
特
異
な
注
釈
世
界
の
一
角
を
占
め
る
資
料
と
し
て
、
近
年
と
み

に
注
目
を
集
め
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
，
平
家
打
聞
』
は
、
四
部
本
と
同
じ
く
、
特
殊
な
真
名
表

記
の
本
文
を
も
つ
が
ゆ
え
に
、
通
読
は
必
ず
し
も
容
易
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

そ
こ
で
、
そ
の
資
料
的
価
値
を
か
ん
が
み
、
今
回
島
原
松
平
文
庫
本
の
読
み
下

し
を
提
示
す
る
こ
と
に
し
た
。
む
ろ
ん
、
あ
く
ま
で
試
訓
の
域
を
出
な
い
も
の

で
あ
り
、
訓
読
上
問
題
を
残
し
て
い
る
箇
所
も
多
い
。
大
方
の
御
批
正
を
切
に

お
願
い
す
る
次
第
で
あ
る
。

　
な
お
、
今
回
『
平
家
打
聞
』
の
訓
読
を
作
成
し
た
「
中
世
文
学
輪
読
会
」

（
仮
称
）
に
つ
い
て
；
己
し
て
お
く
。
本
会
は
、
同
志
社
大
学
大
学
院
文
学
研

究
科
国
文
学
専
攻
修
士
課
程
修
了
者
で
あ
る
稲
田
秀
雄
・
谷
村
茂
・
岩
名
紀
彦

の
三
名
に
よ
り
、
中
世
文
学
の
諸
作
品
を
読
む
勉
強
会
の
つ
も
り
で
始
め
た
も

の
で
あ
る
。
一
九
八
八
年
十
月
よ
り
、
ほ
ぼ
月
一
回
の
ぺ
ー
ス
で
催
し
、
『
平

家
打
聞
』
を
適
宣
分
担
し
て
、
訓
読
本
文
の
作
成
と
必
要
最
低
限
の
注
釈
を
試

み
る
か
た
ち
で
進
め
て
き
た
。
後
に
、
宇
野
陽
美
・
田
中
正
人
・
水
谷
亘
が
加

わ
り
、
一
九
九
〇
年
三
月
を
も
っ
て
全
体
の
訓
読
を
一
応
完
了
し
て
い
る
。
そ

の
問
、
加
美
宏
先
生
に
は
当
初
よ
り
、
生
形
貴
重
・
佐
伯
真
一
両
氏
に
は
中
途

よ
り
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
御
参
加
を
得
、
一
貫
し
て
有
益
な
御
塑
言
・
御

教
示
を
い
た
だ
い
た
こ
と
を
特
記
し
て
お
き
た
い
。
　
　
　
　
　
　
（
稲
田
）

　
　
凡
例

○
本
稿
は

『
平
家
打
聞
』
の
読
み
や
す
い
訓
読
本
文
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的



と
し
、
前
記
輪
読
会
の
メ
ン
バ
ー
の
う
ち
、
稲
田
・
谷
村
・
岩
名
の
三
名
が
巻

一
－
巻
三
ま
で
を
適
宜
分
担
し
て
作
成
し
た
礎
稿
を
も
と
に
、
輸
読
会
全
体
で

討
議
を
行
い
、
手
を
加
え
て
成
稿
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

○
底
本
の
島
原
松
平
文
庫
本
（
一
底
一
と
略
記
一
は
、
黒
田
彰
氏
「
島
原
松
平

本
『
平
家
打
聞
』
〈
影
印
・
上
ｖ
」
（
関
西
大
学
『
国
文
学
』
６
３
　
昭
６
１
・
１
０
一

に
よ
り
、
同
氏
の
翻
刻
（
島
津
忠
夫
氏
監
修
『
日
本
文
学
説
林
』
所
収
）
も
参

照
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
対
校
本
と
し
た
山
岸
徳
平
氏
旧
蔵
本
（
（
山
）
と
略

記
）
は
、
佐
伯
真
一
氏
に
御
恵
与
い
た
だ
い
た
コ
ピ
ー
に
よ
っ
た
。
貴
重
な
資

料
の
訓
読
本
文
掲
載
を
お
認
め
い
た
だ
い
た
島
原
松
平
文
庫
を
は
じ
め
、
多
大

な
学
恩
を
蒙
っ
た
黒
田
彰
氏
、
山
岸
本
の
コ
ピ
ー
を
提
供
し
て
下
さ
っ
た
佐
伯

真
一
氏
に
は
、
深
く
謝
意
を
表
す
る
。

○
基
本
的
に
は
底
本
の
訓
点
に
従
っ
て
訓
み
下
す
こ
と
と
し
、
私
意
に
よ
る
補

い
は
最
小
限
に
と
ど
め
た
が
、
底
本
の
訓
点
自
体
に
誤
り
も
あ
る
の
で
、
文
意

の
通
り
に
く
い
部
分
を
あ
え
て
残
し
て
い
る
。
御
了
承
願
い
た
い
。

○
内
容
に
応
じ
て
適
宜
段
落
を
区
切
り
、
句
読
点
を
施
し
た
。

○
底
本
の
用
字
は
現
在
通
行
の
字
体
に
改
め
た
。

○
助
詞
・
助
動
詞
に
あ
た
る
漢
字
は
平
仮
名
に
改
め
た
。

○
漢
字
一
字
分
の
繰
り
返
し
は
「
々
」
を
用
い
、
二
字
以
上
は
そ
の
ま
ま
繰
り

返
し
表
記
し
た
。
平
仮
名
の
繰
り
返
し
の
「
く
一
は
用
い
た
。

○
「
玉
ふ
」
・
「
下
ふ
」
は
平
仮
名
に
統
一
し
、
「
た
ま
ふ
」
と
表
記
し
た
。

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

○
「
干
時
」
は
「
時
に
」
、
「
爾
時
」
は
「
爾
の
時
」
と
表
記
し
た
。

○
振
り
仮
名
は
底
本
に
あ
る
も
の
を
平
仮
名
、
私
意
に
よ
る
も
の
を
片
仮
名
で

示
し
た
。
そ
の
際
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
を
用
い
、
濁
点
を
適
宜
施
し
た
。

○
送
り
仮
名
は
底
本
に
な
い
も
の
も
必
要
に
応
じ
て
送
っ
た
。
そ
の
際
、
歴
史

的
仮
名
遣
い
を
用
い
、
濁
点
を
適
宜
施
し
た
。
ま
た
、
底
本
に
存
す
る
送
り
仮

名
に
つ
い
て
も
適
宜
濁
点
を
施
し
た
。

○
送
り
仮
名
の
う
ち
、
「
メ
」
は
「
し
て
」
、
「
「
」
は
「
こ
と
」
と
改
め
た
。

○
会
話
及
び
引
用
文
に
は
、
「
　
」
を
付
し
た
。

○
割
注
は
一
行
に
書
き
下
し
、
〔
〕
を
付
し
た
。

○
傍
書
は
底
本
の
ま
ま
に
残
し
た
。

○
明
ら
か
に
脱
字
と
思
わ
れ
る
も
の
は
私
に
補
い
、
（
　
一
を
付
し
て
示
し
た
。

○
被
注
釈
語
一
見
出
し
語
）
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
ゴ
チ
ッ
ク
で
示
し
た
。
欠

巻
な
ど
の
た
め
に
四
部
本
本
文
の
中
に
検
出
で
き
な
い
場
合
も
、
推
測
に
よ
っ

て
同
様
に
示
し
た
。

○
底
本
表
記
を
対
校
本
に
よ
っ
て
訂
し
た
場
合
は
、
注
を
付
し
て
そ
の
旨
を
こ

と
わ
っ
た
。

○
対
校
本
に
よ
っ
て
も
訂
し
得
な
い
不
審
な
箇
所
は
一
マ
マ
一
と
注
記
し
た
。

○
底
本
の
明
ら
か
に
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
、
ま
た
は
意
味
不
明
箇
所
に
限

り
、
依
拠
資
料
（
後
掲
）
に
よ
っ
て
訓
読
の
参
考
と
し
う
る
場
合
は
、
注
を
付

し
て
依
拠
資
料
の
対
応
箇
所
を
掲
げ
た
。
そ
の
際
、
依
拠
資
料
は
以
下
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七



　
　
　
　
　
訓
読
「
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

に
略
記
し
た
。
例
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
↓
（
百
）

○
黒
田
彰
氏
翻
刻
本
文
（
「
黒
田
氏
翻
刻
」
と
略
記
）
も
参
照
し
、
疑
問
の
残

る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
注
を
付
し
て
異
同
を
示
し
た
。

　
（
以
上
、
注
は
訓
読
に
必
要
な
最
小
限
の
も
の
に
と
ど
め
、
す
べ
て
の
校
異

を
掲
げ
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
）
。

〇
四
部
本
に
お
け
る
被
注
釈
語
の
位
置
（
上
下
の
別
・
頁
数
・
左
右
の
別
・
行

数
）
を
汲
古
書
院
刊
影
印
本
（
上
下
二
冊
）
に
よ
っ
て
、
各
段
落
ご
と
に
一
括

し
て
掲
げ
た
。
四
部
本
と
『
平
家
打
開
』
と
で
用
字
の
異
な
る
場
合
は
、
（
　
）

内
に
四
部
本
の
用
字
を
示
し
た
。

　
例
、
照
宣
公
一
上
六
四
左
４
（
昭
宣
公
）

○
今
回
掲
載
分
に
対
応
す
る
依
拠
資
料
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
巻
二
「
伝
教
」
注
↓
『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻
七
－
六
「
伝
教
大
師
事
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
同
「
慈
覚
大
師
」
注
↓
『
私
聚
百
因
縁
集
』
巻
七
－
七
「
慈
覚
大
師
事
」

　
巻
三
「
五
台
山
」
注
↓
「
私
聚
百
因
縁
集
』
巻
五
－
七
「
五
台
山
記
事
」

　
同
「
日
吉
山
王
」
注
↓
『
神
道
集
』
巻
＝
丁
八
「
高
座
天
王
事
」

　
（
引
用
の
際
、
『
私
聚
百
因
縁
集
』
は
古
典
文
庫
に
よ
っ
た
。
）

平
家
打
聞
第
一
巻

　
砥
園
精
舎
は
、
須
達
の
建
立
。
此
の
須
達
は
曽
婆
羅
王
の
玄
孫
。
沙
羅
双
樹

は
、
拘
戸
那
国
物
戸
那
城
蹴
提
河
の
辺
、
釈
尊
入
滅
の
処
。
浬
繁
経
の
説
く
処

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八

な
り
。
漠
の
王
葬
は
、
裏
書
の
ご
と
し
。
秦
の
超
高
は
、
秦
の
始
皇
の
子
、
二

世
太
子
の
臣
下
。
梁
の
周
異
は
、
梁
の
高
王
の
臣
下
。
唐
の
禄
山
は
、
唐
の
玄

宗
皇
帝
の
時
、
世
を
乱
し
、
楊
貴
妃
を
馬
塊
堤
に
し
て
失
ひ
し
人
な
り
。

砥
園
精
舎
－
上
一
左
３
　
沙
羅
双
樹
－
上
一
左
３
　
漢
の
王
葬
－
上
一
左
６

秦
の
超
高
－
上
一
左
６
　
梁
の
周
異
－
上
一
左
６
　
唐
の
禄
山
－
上
一
左
６

　
　
　
　
¢
み
か
ど

　
大
臣
は
、
公
の
御
身
近
に
付
く
人
。
雄
剣
は
、
大
臣
の
用
ひ
し
む
る
大
刀
。

公
宴
は
、
公
卿
の
座
。
格
式
は
、
礼
法
を
守
る
事
。
倫
言
は
、
宣
旨
。
執
政
は
、

関
白
の
摂
政
を
兼
ぬ
る
事
。
御
師
範
は
、
国
王
の
御
烏
帽
子
親
。
義
形
は
、
万

　
　
　
　
つ
か
さ

機
の
政
を
官
ど
る
事
。
禁
門
は
、
国
王
出
入
の
惣
（
門
）
。
京
師
は
、
国
王
。

長
吏
は
、
関
白
。
釈
門
は
、
仏
道
な
り
。
塵
寛
は
、
皇
居
の
俗
家
。
堪
賞
は
、

思
惟
の
義
。
群
籍
は
、
文
の
名
。
概
然
は
、
義
を
亡
ず
る
事
。
口
従
は
、
検
非

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
一

違
使
の
名
。
膿
景
殿
は
、
清
涼
殿
と
紫
震
殿
の
間
。

大
臣
－
上
二
右
５
　
雄
剣
　
上
五
左
６
　
公
宴
－
上
五
左
６
　
格
式
－
上
六
右

－
　
倹
言
－
上
六
右
－
　
執
政
－
上
九
右
－
　
御
師
範
－
上
九
右
－
　
義
形
－

上
九
右
２
（
儀
形
）
禁
門
－
上
一
〇
左
４
　
長
吏
－
上
一
〇
左
４
　
釈
門
－

上
一
七
左
６
　
塵
寛
　
上
一
七
左
６
　
堪
覚
　
上
一
七
左
６
（
勘
覚
）
群
籍

－
上
一
八
右
－
　
磯
然
－
上
一
八
右
－
　
層
従
－
上
一
八
右
２
　
麗
景
殿
　
上

二
〇
左
３

　
０
　
振
り
仮
名
は
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
な
し
。

　
周
公
は
、
文
王
。
旦
成
は
、
御
子
の
東
宮
。
忠
仁
公
は
、
冬
嗣
大
臣
の
次
男
、



摂
政
関
白
、
位
は
太
政
大
臣
。
実
名
は
良
房
、
染
殿
后
の
御
父
。
此
皇
后
と
申

す
は
、
文
徳
天
王
の
后
、
清
和
天
王
母
儀
、
大
帝
大
后
宮
明
子
と
号
す
。
畑
禄

は
、
猛
火
の
名
。
雌
雄
は
、
勝
負
の
名
。
瑚
蔓
は
、
愁
ひ
を
残
す
事
。

周
公
－
上
二
一
左
４
　
旦
成
－
上
二
一
左
５
　
忠
仁
公
－
上
二
一
左
５
　
畑
禄

－
上
二
五
左
６
（
回
禄
）
雌
雄
－
上
四
六
右
３
　
瑚
暇
－
上
四
六
右
５

　
延
喜
は
、
抑
、
我
が
朝
の
帝
、
醍
醐
天
皇
と
白
す
。
寛
平
法
皇
の
初
の
御
子
。

御
母
は
内
大
臣
高
藤
卿
御
娘
、
贈
皇
大
后
是
な
り
。
御
年
九
歳
と
白
す
に
東
宮

に
立
っ
。
十
三
に
て
位
を
受
け
執
り
、
一
天
四
海
を
掌
ど
り
、
翠
帳
紅
閨
の
内
、

万
機
の
主
と
崇
め
ら
る
る
も
三
十
三
年
。
日
本
帝
王
六
十
代
、
上
代
に
も
将
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
サ
マ
シ

に
も
有
り
難
き
御
事
に
て
、
浅
猿
き
田
夫
野
人
も
賢
き
御
事
も
延
喜
御
日
記
に

注
せ
ら
れ
た
り
と
云
ふ
事
な
り
。
又
、
二
代
御
日
記
と
申
す
は
、
延
喜
天
暦
父

　
　
　
　
　
　
　
メ
デ
タ

子
の
御
事
。
殊
に
咄
く
国
を
治
め
て
、
人
貴
く
民
安
く
、
世
栄
え
た
り
し
か

　
　
　
　
こ
と
わ
ざ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゲ

ば
、
万
の
諺
に
其
の
帝
の
時
の
例
を
引
き
て
、
冬
の
夜
の
嵐
劇
し
き
に
は
御

衣
を
脱
ぎ
、
民
の
寒
き
こ
と
を
歎
き
、
菅
の
根
の
長
春
の
日
の
夕
晩
に
は
、
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
■

方
を
詠
め
て
国
の
患
を
思
ふ
。
賢
者
の
燈
を
挑
げ
、
愚
愁
の
暗
を
ぞ
照
ら
す
と
。

延
喜
－
上
五
七
右
５

　
而
れ
ど
も
生
死
無
常
の
悲
し
び
は
、
御
宝
算
僅
か
に
四
十
六
。
延
長
八
年

〔
庚
寅
〕
九
月
廿
九
日
に
崩
御
な
り
た
ま
ひ
ぬ
。
設
ひ
、
浄
土
天
上
に
生
ま
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ツ
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
ナ
ゴ

た
ま
ふ
と
も
、
姫
妃
采
女
の
呪
び
、
千
乗
百
官
の
残
り
、
争
か
悲
し
ま
ざ
ら
む
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

而
る
に
、
三
失
に
依
り
て
地
獄
に
堕
つ
。

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
一

◎＠
（
山
）

（
山
）

に
よ
る
。

に
よ
る
。

（
底
）

（
底
）

「
十
」

「
随
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
担
当
岩
名
）

　
其
の
三
失
は
、
無
実
に
依
つ
て
北
野
の
菅
丞
相
を
大
宰
府
に
移
し
奉
り
た
ま

ひ
し
事
。
理
に
非
ず
し
て
臣
下
を
流
す
は
主
上
の
失
な
り
〔
是
れ
一
つ
〕
。
凡

　
　
　
　
　
　
ユ
ユ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ
ト
ど

そ
其
の
有
様
の
勇
し
か
り
し
事
は
、
延
喜
の
初
め
の
左
右
の
大
臣
は
時
平
の
臣
、

本
院
の
大
臣
と
号
す
。
冬
嗣
の
御
孫
子
、
大
政
大
臣
基
経
照
宣
公
の
大
郎
に
在

す
。
右
の
大
臣
は
参
儀
是
善
の
朝
臣
の
御
子
〔
御
母
は
伴
氏
〕
、
菅
原
右
大
臣

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

道
真
と
申
し
き
。
今
は
北
野
天
神
に
在
す
。
代
継
大
鏡
〔
第
二
〕
に
云
は
く
、

　
イ
と

帝
最
少
く
御
在
し
し
に
、
左
右
の
大
臣
世
の
政
を
行
ふ
由
、
宣
下
せ
ら
れ
ぬ
。

時
に
左
大
臣
は
御
年
廿
八
九
ば
か
り
、
右
大
臣
は
御
年
五
十
七
八
ば
か
り
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
き
テ

而
る
に
右
大
臣
は
才
覚
世
に
勝
れ
、
御
意
詫
も
事
の
外
に
賢
く
御
在
し
、
左

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
と

大
臣
は
御
年
も
才
覚
も
事
の
外
に
劣
り
た
ま
へ
り
。
故
に
右
大
臣
は
御
覚
へ
有

り
難
く
、
咄
く
ぞ
御
在
す
。
此
の
左
大
臣
安
か
ら
ず
思
ひ
た
ま
ふ
程
に
、
右

大
臣
の
御
為
に
安
か
ら
ざ
る
事
出
で
来
て
、
昌
泰
四
年
正
月
廿
弐
日
、
太
宰
府

に
移
さ
れ
た
ま
ふ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
¢
（
底
）
は
「
代
一
継
大
鏡
一
」
、
（
山
）
は
「
代
一
継
二
大
鏡
一
」
と
訓
点
を
施
す
が
、

　
　
訓
読
不
能
の
た
め
こ
の
よ
う
に
訓
み
下
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
タ

　
此
の
大
臣
は
君
達
太
多
在
し
き
。
皆
程
々
に
随
ひ
て
位
共
に
御
在
す
。
又
、

女
子
達
も
在
し
き
。
少
く
御
在
し
け
れ
ば
、
君
達
皆
慕
ひ
泣
き
た
ま
へ
り
。
其

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

の
時
大
臣
昇
き
暗
し
、
歎
き
の
余
り
に
思
は
れ
け
る
は
、
天
気
既
に
此
く
の
ご

と
し
。
一
天
に
誰
を
か
愚
み
て
此
の
濡
れ
衣
を
干
さ
む
と
。
心
を
廻
ら
し
て
寛

平
法
皇
に
奉
り
た
ま
ふ
一
首
の
歌

　
　
な
が
れ
ゆ
く
我
は
も
く
づ
と
な
り
ぬ
と
も

　
　
君
し
が
ら
み
と
な
り
て
と
“
め
よ

　
仙
洞
之
れ
を
哀
れ
と
、
佐
れ
ど
も
父
子
の
御
中
に
此
の
事
一
つ
ば
か
り
は
何

　
　
　
¢
　
　
　
　
　
そ
青
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

と
か
は
叶
は
ざ
る
。
　
帝
は
我
が
多
く
の
御
子
の
御
中
に
第
一
の
御
子
。
位
を

受
け
取
り
た
ま
ふ
も
、
我
が
譲
る
所
な
り
。
責
め
て
も
此
の
事
を
深
く
大
事
に

思
し
食
し
て
、
色
を
顕
し
て
自
ら
南
殿
に
立
ち
た
ま
ひ
て
奏
す
時
、
蔵
人
頭
菅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ら

根
卿
申
し
け
る
は
、
「
我
は
菅
丞
相
に
顔
を
打
た
れ
し
遺
恨
、
未
だ
胸
に
在
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
ぼ

敢
へ
て
申
さ
ず
。
」
と
。
力
及
ば
ず
梨
圷
に
立
ち
廻
り
、
使
ひ
を
求
め
、
希
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
タ
マ

の
弁
を
以
っ
て
奏
せ
ら
れ
け
れ
ば
、
帝
言
ひ
け
る
は
、
「
天
子
に
父
母
な
し
。

倫
言
汗
の
ご
と
し
。
返
す
べ
か
ら
ず
。
」
と
て
用
ひ
た
ま
は
ず
。
寛
平
法
皇
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

無
く
、
泣
く
泣
く
返
り
た
ま
へ
ば
、
故
に
親
を
見
下
げ
奉
り
、
父
の
命
を
背
か

る
・
不
孝
の
科
〔
是
れ
二
つ
〕
。
治
天
の
時
、
久
し
く
民
の
歎
き
を
積
む
〔
是

れ
三
つ
〕
。
此
の
三
失
の
故
な
り
。

　
¢
　
黒
田
氏
翻
刻
は
「
協
」
と
す
る
。

　
　
　
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
受
二
取
位
こ
。

　
爾
に
菅
丞
相
は
既
に
流
さ
れ
た
ま
へ
り
。
都
は
蓬
か
に
成
り
行
け
ば
心
細
く

て
、

六
〇

　
　
き
み
が
す
む
や
ど
の
木
ず
ゑ
を
ゆ
く
く
と

　
　
か
く
る
・
ま
で
に
か
へ
り
み
る
か
な

西
海
を
歎
き
下
り
た
ま
ふ
に
、
雲
井
の
鵬
都
の
方
へ
飛
び
行
き
け
れ
ば
、
我
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
一
マ
マ
一

是
れ
遷
客
た
り
。
汝
は
亦
来
賓
た
り
。
共
に
嚇
々
と
し
て
、
旅
に
身
を
淀
は

す
。
枕
を
時
て
・
返
ら
ん
事
を
思
ふ
に
、
我
は
何
の
時
か
知
ら
ん
。
汝
は
明
春

と
云
々
。
筑
紫
に
御
在
し
け
る
時
、
心
細
く
哀
れ
に
て
過
ご
し
た
ま
ひ
け
る
折

節
、
此
れ
彼
れ
煙
の
立
つ
を
御
覧
じ
て
、

　
　
ゆ
う
さ
れ
ば
野
に
も
山
に
も
立
っ
け
ぶ
り

　
　
な
げ
き
よ
り
こ
そ
も
へ
ま
さ
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

　
「
都
府
の
楼
に
は
繍
に
瓦
の
色
を
看
る
。
観
音
寺
に
は
只
鐘
の
声
に
聴
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

み
。
」
此
れ
も
筑
紫
に
て
作
り
た
ま
へ
り
。
彼
の
白
居
易
の
筆
に
、
「
慶
愛
寺
の

鐘
は
枕
を
時
て
・
聴
き
、
香
炉
峰
の
雪
を
ば
簾
を
援
げ
て
看
る
。
」
と
云
ふ
詩

に
違
は
ず
作
り
た
ま
へ
り
、
と
昔
の
博
士
共
は
感
じ
申
し
け
る
と
か
や
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ

　
¢
　
「
淀
（
タ
ダ
ヨ
）
は
す
」
か
。
四
部
本
に
、
「
此
三
ケ
年
間
淀
西
国
波
上
」
（
巻
十

　
　
二
「
平
大
麹
言
被
流
」
）
な
ど
の
例
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
マ
マ
）

　
恩
を
見
て
御
衣
を
賜
は
る
菊
の
宴
を
念
ひ
出
だ
し
、
紅
梅
殿
の
梅
の
鎮
に
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

へ
飛
ぶ
な
ん
ど
せ
し
事
、
滋
け
れ
ば
、
佐
の
み
は
申
す
を
得
ず
。
此
く
の
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
を

く
に
三
年
を
送
る
に
、
延
喜
三
年
〔
癸
亥
〕
二
月
廿
日
五
日
琵
じ
た
ま
ふ
。
御

年
五
十
九
、
哀
れ
な
り
し
例
な
り
。
荒
人
神
と
成
り
、
北
野
天
満
天
神
と
申
す

は
是
れ
な
り
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ハ

　
¢
　
一
山
一
に
よ
る
。
一
底
一
「
佐
」
。

　
抑
、
朝
家
神
威
を
恐
れ
、
度
々
官
位
を
贈
り
た
ま
ふ
。
所
以
に
延
喜
元
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
　
　
マ
一

本
の
官
に
補
し
、
延
喜
廿
三
年
四
月
廿
日
左
右
大
臣
を
贈
ら
る
。
延
喜
延
暦
四

　
　
　
　
　
こ
を

年
〔
癸
已
。
莞
じ
て
よ
り
九
十
一
年
過
ぐ
。
帝
王
六
代
。
一
条
院
の
御
時
。
〕

五
月
廿
日
大
宰
府
の
霊
廟
へ
一
位
左
右
大
臣
を
送
ら
る
。
宣
命
の
御
使
武
蔵
権

　
　
　
　
　
も
と

介
藤
原
朝
臣
幹
正
、
六
月
比
霊
廟
に
於
い
て
宣
命
を
読
む
。
退
出
の
時
、
珠
簾

の
内
よ
り
青
紙
の
書
有
り
。
風
に
随
ふ
。
其
の
詞
に
云
は
く
、
剤
棟
の
官
品
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
思

く
加
は
り
、
拝
感
喜
ぶ
と
難
も
、
仁
恩
逐
堀
を
穿
つ
。
但
し
恥
づ
ら
く

　
〇
一
マ
ニ

は
、
役
み
て
左
遷
の
名
を
存
す
る
こ
と
久
し
。
同
十
月
廿
日
、
贈
大
政
大
臣

に
任
ず
。
御
使
菅
原
朝
臣
為
理
、
十
二
月
の
比
霊
廟
に
到
来
す
。
大
政
大
臣
の

宣
命
を
得
て
託
宣
の
句
に
云
は
く
、
昨
日
は
北
閥
に
罪
せ
ら
る
・
の
士
と
為
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ

今
日
は
西
都
に
恥
を
雪
む
る
の
屍
と
作
り
た
り
。
存
し
て
は
恨
み
、
没
し
て
は

　
　
　
　

喜
ぶ
。
吾
何
ん
。
今
は
須
く
望
み
も
足
る
べ
し
。
価
つ
て
皇
基
を
守
ら
ん
と

云
々
。

　
○
　
「
没
」
か
。
赤
木
文
庫
本
『
神
道
集
』
「
北
野
天
神
事
」
に
、
「
唯
巻
二
存
汰
左
遷

　
　
ヲ

　
　
名
こ
と
あ
る
。

　
　
一
山
一
に
よ
る
。
一
底
一
「
五
」

　
抑
、
延
喜
の
御
孫
子
朱
雀
院
の
御
子
日
蔵
上
人
、
金
峰
山
に
行
ふ
。
或
る
時

菅
丞
相
鬼
人
十
二
人
に
輿
昇
か
せ
、
日
蔵
の
庵
室
の
前
を
通
り
た
ま
ふ
。
之
れ

を
見
て
恐
ろ
し
く
思
は
る
・
処
に
輿
を
押
し
て
、
「
日
蔵
公
は
此
れ
か
。
」
と
尋

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

ね
ら
る
。
力
及
ば
ず
し
て
出
で
向
か
ふ
。
輿
に
て
冥
士
へ
行
か
し
て
、
黒
縄
地

獄
門
を
通
る
。
門
に
因
り
て
、
「
此
れ
に
宗
祖
延
喜
の
在
す
を
ば
見
奉
ら
ざ
り

た
ま
は
ぬ
か
。
」
と
云
々
。
日
蔵
、
「
望
む
所
な
り
。
」
と
言
ひ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
時
に
菅
丞
相
高
音
を
放
ち
獄
卒
を
呼
ぶ
と
、
三
返
し
て
其
の
旨
を
示
し
た
ま

　
　
　
　
ヒ
シ

ふ
。
獄
卒
苅
に
串
さ
し
、
物
の
枯
木
の
ご
と
く
な
る
を
指
し
出
す
。
時
に
日
蔵

公
、
「
願
は
く
ば
娑
婆
世
界
に
在
し
た
り
し
形
を
拝
せ
ん
。
」
と
悲
し
め
ば
、
時

に
菅
丞
相
、
「
本
の
形
を
以
つ
て
出
し
申
せ
。
」
と
云
々
。
其
の
時
に
獄
門
を
開

き
、
昔
の
形
に
て
押
し
出
し
奉
る
。
祖
王
を
見
て
、
日
蔵
掌
を
合
は
せ
て
延
喜

を
拝
す
。
髪
に
延
喜
泣
く
泣
く
言
ひ
け
る
は
、
「
汝
、
我
を
敬
ふ
こ
と
勿
れ
。

冥
途
は
罪
無
き
を
以
つ
て
高
し
と
為
す
。
地
獄
の
苦
患
は
刹
那
も
堪
へ
難
く
、

忍
び
難
し
。
汝
に
依
っ
て
片
時
も
休
息
せ
ん
。
云
ふ
べ
く
も
足
ら
ず
。
而
る
に

我
は
三
失
に
依
っ
て
奈
落
の
苦
を
受
け
た
り
〔
三
失
は
上
の
ご
と
し
。
〕
。
汝
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
罪
イ

孫
子
と
難
も
、
仏
法
修
行
の
聖
弟
子
な
り
。
汝
我
を
敬
へ
ば
、
弥
よ
我
が
苦

増
す
べ
し
。
抑
、
我
に
男
女
に
孝
子
廿
六
人
有
り
。
合
力
し
て
大
善
を
修
し
て
、

我
が
往
生
を
訪
へ
。
」
と
云
々
。
価
つ
て
娑
婆
に
還
り
、
此
の
旨
を
語
り
た
ま

ひ
し
か
ば
、
其
の
時
延
喜
の
御
子
廿
余
人
し
て
醍
醐
山
を
建
立
し
て
禅
定
を
祈

り
成
仏
得
道
を
訪
ひ
た
ま
ふ
儀
、
此
く
の
ご
と
し
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス

　
○
（
山
）
に
よ
る
。
一
底
）
「
示
」
。

　
融
大
臣
は
大
職
冠
の
御
子
、
談
海
公
の
舎
兄
。
具
平
親
王
は
村
上
天
皇
の
第

七
の
御
子
、
後
中
書
王
と
申
す
。
中
書
王
は
中
務
の
唐
名
。
照
宣
公
は
冬
嗣
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

臣
の
子
。
冬
嗣
犬
臣
は
大
職
冠
の
御
子
。
小
野
宮
は
貞
信
公
の
嫡
男
。
高
明
親

王
は
延
喜
の
御
子
、
源
氏
の
大
将
。
天
階
立
は
天
人
天
下
り
た
ま
ふ
処
な
り
。

融
大
臣
－
上
六
四
左
２
　
具
平
親
王
－
上
六
四
左
３
　
照
宣
公
－
上
六
四
左
４

（
昭
宣
公
）
冬
嗣
大
臣
－
上
六
四
左
４
　
小
野
宮
－
上
六
四
左
５
　
高
明
親
王

－
上
六
四
左
６
　
天
階
立
－
上
六
五
右
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
担
当
谷
村
）

平
家
打
聞
第
二
巻

　
０

　
庁
の
使
は
庁
官
の
名
。
村
上
は
醍
醐
帝
の
第
四
の
太
子
。
〔
丁
未
〕
即
位
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
二
　
三
　
四
　
五

在
位
廿
一
年
。
六
勝
寺
は
最
勝
寺
、
法
勝
寺
、
長
勝
寺
、
安
楽
寺
、
福
勝
寺
。

印
鐙
は
座
主
補
任
の
時
、
中
堂
の
宝
蔵
を
開
く
鐙
。
鳥
羽
院
は
堀
河
院
第
一
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
　
ミ

王
子
。
〔
戊
子
〕
即
位
。
在
位
十
六
年
。
度
縁
は
僧
綱
の
官
名
。
世
美
丸
は
延

喜
第
四
の
太
子
。
此
の
宮
の
住
み
た
ま
ふ
故
に
、
彼
の
河
原
を
ば
四
宮
河
原
と

名
付
く
る
な
り
。
四
明
は
蔵
通
別
円
を
明
ら
む
る
故
な
り
。

　
　
　
　
　
　
ノ

　
◎
　
（
山
）
「
庁
使
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
庁
使
」
。

　
　
　
　
　
　
五

　
　
　
（
山
）
「
福
勝
寺
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
福
勝
寺
」
。

　
伝
教
は
、
抑
、
日
本
国
四
明
天
台
の
嶺
、
比
叡
山
の
最
初
、
根
本
伝
教
大
師

と
申
す
は
、
比
の
山
の
本
願
な
り
。

　
慈
賞
大
師
と
は
、
天
台
座
主
円
仁
内
供
奉
な
り
。
抑
、
伝
教
大
師
の
御
弟
子

に
、
天
台
座
主
一
両
三
人
の
御
中
に
、
殊
に
有
難
く
聞
こ
へ
た
ま
ひ
し
人
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
　
　
　
　
　
　
¢

所
以
は
、
初
め
の
座
主
は
義
真
内
供
奉
な
り
。
伝
教
大
師
の
御
弟
子
な
り
。
後

に
は
修
禅
大
師
と
号
す
。
治
山
十
二
年
。
寂
光
大
師
は
第
二
の
座
主
な
り
。
伝

教
大
師
の
御
弟
子
な
り
。
治
山
三
ケ
年
。
智
証
大
師
は
第
五
の
座
主
な
り
。
智

証
は
仁
寿
三
年
に
渡
唐
し
、
天
安
二
年
の
夏
、
帰
朝
す
。
生
母
の
夢
に
、
天
の

日
口
に
入
る
と
見
て
孕
む
所
な
り
。
或
ひ
は
云
は
く
、
天
長
年
中
に
登
山
し
、

義
真
座
主
喜
び
て
弟
子
と
為
す
と
。
或
ひ
は
、
慈
覚
の
弟
子
と
も
云
ふ
。
円
珍

小
僧
都
是
な
り
。
治
山
四
年
。
此
れ
も
伝
教
の
御
弟
子
な
り
。
円
仁
内
供
奉
は

第
三
番
に
当
た
り
た
ま
へ
り
。
天
台
座
主
。
治
山
十
一
年
。
伝
教
の
弟
子
な
り
。

後
に
は
慈
覚
大
師
と
号
す
。
叡
山
の
門
徒
二
分
し
て
、
慈
覚
智
証
の
門
を
譲
ふ

と
聞
こ
へ
し
が
、
智
証
は
三
井
寺
に
移
り
、
其
の
後
山
門
は
、
一
向
慈
覚
大
師

の
門
流
な
り
。

　
０
　
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
座
主
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ
ぢ
　
　
　
　
　
　
　
　
み
　
か

　
抑
、
慈
覚
大
師
、
俗
姓
は
天
生
氏
、
下
野
国
都
賀
郡
の
人
な
り
。
或
ひ
は
賀

保
関
守
が
子
と
も
云
ふ
。
時
に
、
彼
の
国
に
名
高
き
徳
至
る
僧
在
し
き
。
広
智

菩
薩
と
云
ふ
。
小
野
寺
の
根
本
な
り
。
兼
て
此
の
事
を
知
り
、
慈
覚
大
師
未
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

生
ま
る
る
以
前
に
、
彼
の
父
母
に
向
か
ひ
て
言
は
く
、
「
胎
内
の
子
は
只
人
に

非
ず
。
出
胎
の
時
は
必
ず
我
に
告
げ
よ
。
清
浄
に
養
は
ん
。
」
と
、
懇
ろ
に
約

束
し
た
ま
ふ
と
云
々
。
漸
く
月
満
ち
て
慈
覚
大
師
出
胎
の
日
、
父
母
の
家
に
当

　
　
　
　
　
　
タ
ナ
ピ

た
り
て
、
紫
雲
込
き
た
り
。
遠
近
目
を
驚
か
す
。
広
智
菩
薩
、
蓬
か
に
霊
雲

を
見
、
彼
の
所
へ
到
る
。
即
ち
慈
覚
初
生
の
霊
端
な
り
。
而
し
て
、
父
母
、
契



約
を
忘
れ
ず
、
広
智
菩
薩
に
告
げ
奉
る
。
路
中
に
し
て
ぞ
行
き
合
ひ
け
る
。
信

　
　
　
　
　
ま
ぼ
　
　
　
　
　
　
一
マ
こ

仰
を
致
し
、
謄
り
養
ひ
、
幼
雅
に
て
誓
ひ
て
、
普
門
品
を
得
て
後
に
、
自
ら

経
論
を
開
き
、
漸
く
聖
旨
を
知
れ
り
。
或
時
、
夢
の
中
に
大
徳
来
て
、
小
児
の

　
　
ナ

頂
を
摩
で
、
告
げ
て
云
は
く
、
「
知
る
や
否
や
、
叡
岳
の
大
師
は
仏
法
の
棟
梁

な
り
。
広
く
聖
跡
を
継
ぎ
、
普
く
群
生
を
度
し
た
ま
へ
。
」
と
云
々
。
遂
に
叡

山
に
登
り
た
ま
ふ
〔
其
の
年
十
五
〕
。
伝
教
に
値
ひ
、
互
ひ
に
初
め
よ
り
咲
み

を
含
み
、
喜
び
た
ま
へ
る
色
深
し
。
三
十
年
浅
か
ら
ぬ
親
子
兄
弟
な
ん
ど
の
中

絶
え
て
、
自
ら
行
き
合
へ
る
が
ご
と
し
。
額
を
合
は
せ
て
物
語
し
た
ま
ふ
。

＠
　
　
一
マ
こ

密
事
か
は
覚
え
て
、
細
々
と
相
語
り
た
ま
へ
ど
も
、
余
の
人
は
聞
き
知
る
事
無

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
む
べ

し
。
人
々
意
得
ず
。
後
に
互
ひ
に
権
者
と
顕
は
れ
在
し
け
ん
旨
を
ば
、
宜
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
＠

か
と
は
知
ら
ん
や
と
思
ひ
合
は
す
る
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
。

　
¢
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
父
母
」

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
り

　
　
　
黒
田
氏
翻
刻
「
達
　
」
。

　
　
　
　
　
ヨ
ウ
チ

　
　
　
一
百
一
「
幼
稚
ニ
メ
」
。

　
　
　
　
　
カ
ク
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ホ

　
＠
（
百
一
「
密
タ
ル
事
カ
ト
覚
シ
ク
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
ヘ
ナ
ル
コ
ト
ハ

　
　
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
宜
　
　
」
。

　
　
　
　
　
　
ス
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル

　
＠
（
山
一
「
思
合
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
思
食
」
。

　
凡
そ
、
此
の
大
師
は
、
十
五
才
に
し
て
出
家
す
。
平
城
天
王
の
治
天
第
三
年

〔
戊
子
〕
大
同
三
年
。
伝
教
帰
朝
の
後
、
第
四
年
。
其
の
後
、
覚
行
勤
行
す
る

こ
と
三
十
一
ケ
年
。
智
慧
有
頂
の
誉
れ
、
徳
行
奇
異
の
聞
こ
へ
、
天
下
に
双
び

無
し
。

訓
読
『
平
家
打
聞
』

↓
一
巻
一
－
巻
三
一

　
　
　
　
　
一
マ
マ
一

　
時
に
、
日
本
仁
王
五
十
代
、
仁
明
天
王
と
申
す
は
、
嵯
峨
天
王
の
第
二
の
太

子
、
世
を
治
む
る
こ
と
十
七
年
、
深
草
の
帝
と
も
申
す
。
此
の
董
言
ひ
け
る
は
、

「
我
聞
く
、
桓
武
天
王
、
天
下
に
二
人
を
択
び
て
道
を
異
国
に
求
め
た
ま
ふ
。

即
ち
伝
教
弘
法
両
大
師
是
な
り
、
と
。
而
る
に
、
我
亦
天
子
を
得
た
り
。
願
は

　
　
　
　
　
　
¢

く
は
、
法
器
を
択
び
て
、
仏
法
を
大
唐
に
求
め
ん
。
」
と
。
価
つ
て
、
宣
旨
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
つ
て
、
国
内
に
求
め
て
上
機
を
得
。
慈
覚
大
師
是
な
り
。
大
師
御
年
四
十
五

に
し
て
、
宣
旨
を
賜
は
り
て
渡
唐
す
。
時
に
、
承
和
五
年
〔
戊
子
〕
な
り
。

　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
（
…
一
一
山
）
「
択
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
択
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
一
山
一
「
四
十
五
ノ
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
四
十
五
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

　
押
、
慈
覚
の
渡
唐
は
、
唐
の
文
宗
の
末
、
而
も
顕
密
得
受
限
り
無
し
。
但
し
、

其
の
後
、
六
年
と
白
す
時
、
唐
の
武
宗
帝
世
を
治
む
る
こ
と
六
年
。
其
の
会

＾
マ
マ
）

聖
の
年
中
に
、
仏
法
を
破
り
、
三
宝
の
名
号
を
失
ふ
。
価
つ
て
、
出
家
の
形
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
ケ
チ

払
ひ
捨
て
ら
る
。
故
に
、
慈
覚
長
安
を
遁
れ
て
、
纐
纈
嶋
へ
隠
る
。
而
る
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　

彼
の
嶋
の
群
賊
に
計
ら
れ
て
、
既
に
身
命
を
失
ふ
べ
か
り
し
に
、
三
宝
を
念
じ

奉
れ
ば
、
其
の
時
、
白
き
犬
遁
る
べ
き
道
路
を
示
す
。
侃
っ
て
其
の
難
を
免
ず
。

　
〇
一
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
頭
密
」
。

　
　
　
　
　
　
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

　
　
（
山
）
「
計
」
に
よ
る
。
（
底
）
「
計
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
一

　
又
、
大
師
渡
唐
の
時
、
不
思
儀
の
事
有
り
。
則
ち
、
悪
風
に
依
り
て
、
鬼
界

へ
近
付
き
た
ま
ふ
。
嶋
の
鬼
神
は
形
を
隠
し
、
唐
船
の
寄
せ
来
る
を
見
て
、
喜

　
　
¢

び
て
被
口
を
開
き
、
集
ま
り
立
て
り
。
時
に
、
船
中
の
上
下
、
鬼
気
に
酔
ひ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

皆
魂
を
失
ふ
。
色
を
作
し
、
今
を
限
り
と
ぞ
泣
き
悲
し
み
け
る
。
船
頭
も
計
を

失
っ
て
、
船
底
に
臥
し
ぬ
。
椙
梶
を
捨
て
、
直
さ
ず
し
て
、
風
波
に
ぞ
任
せ
け

る
。
爾
の
時
、
大
師
屋
形
の
上
に
登
り
た
ま
ふ
。
南
無
大
悲
観
世
音
と
念
じ
奉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

る
。
則
ち
、
毘
沙
門
天
王
現
来
し
て
、
御
足
の
片
足
を
波
の
中
へ
差
し
下
し
た

ま
へ
ば
、
直
り
て
本
の
塩
路
に
向
か
ひ
、
念
ひ
の
ご
と
く
、
程
無
く
渡
る
こ
と

を
得
た
り
。
嶋
の
鬼
為
ん
方
を
失
ひ
て
、
渚
に
倒
れ
伏
し
て
足
擢
り
す
。
船
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
マ
マ
）

面
々
に
心
地
直
り
て
、
合
掌
し
て
勧
喜
す
。
時
に
、
大
師
念
言
す
ら
く
、
我
、

観
音
を
念
ず
。
何
ぞ
毘
沙
門
来
現
す
る
や
、
と
。
時
に
亦
念
は
く
、
宜
な
る
か

な
。
経
に
観
音
の
利
生
を
説
き
て
云
は
く
、
「
応
以
毘
沙
門
身
得
度
即
現
（
毘
）

沙
門
身
。
」
と
。
已
上
。
是
の
如
く
念
ひ
合
は
す
る
に
、
渇
仰
骨
に
徹
り
、
随

喜
の
泪
挟
を
沽
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
う
ヒ
テ
　
ヲ
　
キ
　
ク
チ
ヒ
ル
ヲ

　
¢
　
（
山
）
「
披
開
レ
ロ
」
。
（
百
）
「
披
レ
手
開
レ
腎
　
」
。

　
大
師
、
其
の
時
の
儀
を
絵
に
書
き
て
、
後
に
楊
厳
院
を
建
立
す
る
時
、
横
河

　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ガ
イ

の
中
堂
を
、
船
に
念
ひ
を
寄
せ
て
、
背
械
作
り
に
造
り
、
御
堂
の
後
の
壁
に
、

此
の
儀
を
絵
に
書
き
た
ま
ふ
。
本
尊
は
則
ち
、
不
動
毘
沙
門
な
り
。
毘
沙
門
は
、

　
　
　
　
　
　
シ
も

御
片
足
を
坐
よ
り
下
へ
差
し
下
し
た
ま
へ
る
形
な
り
と
云
々
。

　
¢
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
中
堂
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
テ

　
◎
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
寄
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
担
当
稲
田
）

　
凡
そ
此
の
大
師
、
大
唐
に
し
て
顕
密
の
高
僧
、
諸
寺
の
長
老
に
値
ひ
て
、
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
四

法
を
伝
ふ
る
の
み
に
非
ず
。
剰
へ
五
台
山
に
登
り
、
文
殊
師
子
を
拝
み
、
御
足

の
下
の
土
を
取
り
て
来
た
ま
ひ
つ
つ
、
叡
山
文
殊
楼
の
壇
に
加
へ
た
ま
ふ
。
惣

じ
て
大
師
、
大
唐
に
は
十
六
年
。
其
の
問
に
多
く
の
奇
特
あ
り
。
委
細
注
に
及

ば
ず
と
云
々
。

　
抑
、
伝
教
は
延
暦
廿
三
年
〔
甲
申
〕
渡
唐
、
大
同
二
年
〔
丁
亥
〕
帰
朝
、
首

尾
十
ケ
年
。
顕
密
伝
法
、
豊
に
数
を
尽
く
さ
ず
、
底
を
極
め
ん
や
。
故
に
大
師

帰
朝
の
時
、
大
唐
国
の
人
々
申
し
な
ん
は
、
我
が
朝
の
仏
法
、
悉
く
和
尚
に
随

ひ
て
日
域
に
行
き
ぬ
と
云
々
。
是
を
以
て
日
本
一
国
の
帰
依
、
大
師
に
深
し
。

凡
そ
、
仁
明
、
文
徳
、
清
和
三
代
の
帝
の
御
時
の
師
徳
な
り
。
淳
和
、
五
条
の

后
も
同
じ
く
大
師
に
対
し
て
、
御
受
戒
乃
至
灌
頂
に
及
び
た
ま
へ
り
。

　
抑
、
我
が
朝
に
は
昔
は
小
乗
声
聞
の
戒
の
み
伝
は
り
、
大
乗
菩
薩
別
解
脱
戒

は
、
伝
教
大
師
の
伝
へ
て
渡
し
た
ま
ふ
処
な
り
。
而
る
を
嵯
峨
天
王
の
御
時
、

伝
教
大
師
筆
を
振
る
ひ
、
文
を
教
へ
て
顕
戒
論
の
三
巻
を
作
り
て
、
弘
仁
の
帝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

に
奏
す
。
弘
仁
十
二
年
〔
辛
丑
六
月
夏
頃
〕
許
し
下
し
、
官
府
を
賜
は
り
て
戒

壇
を
立
っ
と
。
然
り
と
難
も
、
猶
を
広
大
に
及
ば
ず
。
而
し
て
後
、
慈
覚
大
師
、

顕
楊
大
戒
論
八
巻
を
注
し
て
、
其
れ
よ
り
広
ま
り
て
、
王
臣
道
俗
皆
、
大
乗
戒

に
帰
す
。
誠
に
是
れ
天
台
圓
頓
菩
薩
、
大
乗
戒
の
根
源
な
り
。

　
又
、
大
師
、
深
草
の
御
門
の
御
時
、
官
府
を
申
し
下
し
、
惣
持
院
を
立
て
灌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢
み
な
か
み
　

頂
堂
を
造
ら
る
。
其
れ
よ
り
以
来
、
四
百
余
歳
。
五
瓶
の
清
流
の
源
上
絶
へ
ず
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

三
部
の
法
水
の
流
れ
久
し
。
又
、
唐
相
伝
の
御
舎
利
に
伝
教
大
師
の
香
呂
の
灰



の
中
よ
り
行
ひ
出
で
し
か
ば
、
御
舎
利
に
加
へ
奉
る
。
同
じ
く
惣
持
院
に
し
て

舎
利
会
始
ま
る
。
此
は
清
和
天
王
の
御
時
、
貞
観
二
年
〔
庚
辰
一
。
但
し
、

　
定
日
を
せ
ら
れ
ず
、
山
の
花
盛
り
な
る
こ
と
を
契
る
。
此
く
の
ご
と
き
事
、
計

り
尽
く
す
べ
か
ら
ず
。

　
０
　
振
り
仮
名
は
（
山
一
に
よ
る
。
一
底
一
な
し
。
（
百
）
「
水
上
」

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
　
（
山
）
「
絶
」
に
よ
る
。
一
底
）
「
絶
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
　
　
　
ヲ

　
　
（
底
）
一
山
一
と
も
「
不
被
二
定
日
一
」
。
（
百
一
「
不
レ
被
レ
定
レ
日
」

　
爾
も
大
師
、
老
気
に
及
び
、
老
眼
の
暗
き
を
歎
く
折
節
、
掌
に
熱
悩
あ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

価
ち
根
本
杉
の
中
に
て
法
華
を
修
行
し
た
ま
ふ
。
夢
の
無
き
間
に
三
士
二
天
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ヂ
ハ

甘
露
を
得
た
ま
へ
り
。
其
の
味
ひ
、
瓜
の
ご
と
し
と
覚
へ
き
。
舌
の
上
に
余

気
有
り
。
其
れ
よ
り
眼
の
力
付
き
に
け
り
。

　
　
　
　
　
　
ユ
メ
ノ
　
　
ダ
ニ

　
〇
　
一
百
一
「
覚
夢
之
間
」

　
　
　
振
り
仮
名
は
一
山
一
に
よ
る
。
一
底
）
な
し
。

　
人
王
五
十
三
代
、
淳
和
の
御
時
、
諸
国
に
寺
々
を
建
立
し
た
ま
ふ
。
其
の
後
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

只
、
山
、
洛
中
、
幾
内
、
近
国
の
み
に
非
ず
。
化
道
蓬
か
に
東
夷
が
栖
を
過
ぎ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
マ
こ

利
生
遠
く
北
秋
の
境
に
及
び
、
師
諸
教
に
小
を
ず
。
然
り
と
難
も
、
諸
師
の

徳
行
は
皆
、
我
が
宗
流
に
限
る
。
自
余
に
及
び
難
し
。
而
る
に
慈
覚
の
御
相
伝
、

大
師
の
御
遺
跡
、
自
門
自
宗
他
宗
、
更
に
背
く
こ
と
無
し
。
又
、
年
月
を
経
れ

ば
、
弥
繁
昌
す
る
な
り
と
云
々
。

　
Ｏ
　
（
百
一
「
化
導
」

　
　
　
　
　
　
ス
ク
ナ
カ
ラ

　
　
　
（
百
）
「
不
レ
少
　
　
」
。

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
一
巻
一
－
巻
三
一

　
徴
法
の
儀
式
、
引
声
の
念
仏
、
如
法
道
場
の
作
法
、
釈
迦
遺
身
の
舎
利
会
、

　
　
　
¢
一
マ
ニ

常
行
堂
の
役
、
摩
多
羅
神
の
加
護
、
如
法
経
の
書
写
、
三
十
番
神
の
守
護
、

天
台
灌
頂
堂
の
儀
、
法
花
半
座
の
行
、
此
等
併
ら
大
師
開
闘
の
御
跡
。
故
に
渡

唐
の
大
師
を
日
域
に
尋
ぬ
る
に
、
慈
覚
帰
朝
す
。
誠
に
有
り
難
し
。
伝
燈
の
祖

師
を
本
朝
に
求
む
。
大
師
の
徳
行
、
殊
に
秀
で
た
ま
へ
り
。

　
　
　
フ
ル
マ
ヒ
　
　
　
　
　
フ
ル
マ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ヘ
ク

　
Ｏ
　
「
恢
」
か
。
一
百
）
「
振
舞
」
。
四
部
本
巻
第
六
「
法
皇
御
歎
」
に
「
入
道
承
伝
痛

　
　
　
ケ
　
ヒ
ノ
　
　
　
ケ
ン

　
　
無
レ
情
彼
事
有
」
と
あ
る
。

　
既
に
濁
世
の
法
燈
、
未
代
の
福
田
。
是
を
以
て
貴
賎
同
じ
く
知
識
と
偏
み
、

都
郡
悉
く
現
当
を
契
る
。
一
山
四
海
、
偏
に
生
身
の
世
尊
の
ご
と
く
仰
ぎ
奉
る
。

此
く
の
ご
と
く
、
有
り
難
く
在
す
人
な
れ
ば
、
常
住
不
滅
に
何
つ
ま
で
も
隠
れ

　
　
　
　
　
　
い
　
　
ば
か
り

た
ま
は
ず
は
、
何
か
許
か
は
世
の
中
の
燈
び
と
喜
び
あ
ら
む
。
民
の
為
大
な

る
依
枯
、
君
の
為
臣
の
為
、
深
き
知
識
。
然
り
と
難
も
三
界
の
果
報
、
同
じ
く

必
滅
の
身
、
四
生
の
依
身
は
皆
限
り
有
り
。
命
は
有
待
の
悲
し
み
と
は
、
則
ち

是
な
り
。
秋
の
夜
の
月
を
見
る
に
、
更
に
閑
け
て
、
月
西
虚
に
傾
く
。
跡
の
暗

路
の
悲
し
み
は
、
春
日
花
を
詠
め
、
風
起
こ
り
て
講
索
と
し
て
散
ら
む
後
を
恨

む
。
移
り
行
く
無
常
は
皆
惜
し
め
ど
も
留
ま
ら
ざ
る
歎
き
な
り
。
故
に
三
界
の

大
師
に
在
す
釈
迦
如
来
、
墓
言
の
高
祖
に
在
す
と
い
ふ
龍
樹
菩
薩
、
天
台
の
智

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
絶
イ

者
、
法
相
の
慈
恩
、
禅
の
菩
提
多
羅
、
律
の
終
南
山
、
我
が
朝
の
権
者
は
上

宮
太
子
、
行
基
菩
薩
等
。
皆
以
て
久
し
く
娑
婆
世
界
に
遊
び
た
ま
は
ず
。
愛
別

離
苦
の
憂
ひ
、
娑
婆
の
口
惜
し
さ
は
会
者
定
離
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
五



　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

　
是
を
以
て
慈
覚
大
師
、
御
年
七
十
一
に
し
て
、
人
王
五
十
六
代
清
和
天
王
御

宇
、
貞
観
六
年
〔
甲
申
〕
正
月
十
四
日
に
卒
す
。
前
年
歳
暮
よ
り
小
病
小
悩
し
、

気
の
始
め
、
世
間
出
世
の
万
境
を
勉
て
、
一
向
に
称
名
念
仏
三
味
な
り
。
病
中

に
常
の
言
に
云
は
く
、
「
既
に
知
り
ぬ
。
此
界
の
因
縁
尽
き
て
、
唯
西
方
を
念

ず
。
余
を
ば
念
ぜ
ず
。
」
已
上
。
臨
終
の
異
相
、
中
々
記
す
に
及
ば
ず
。
古
今

未
だ
曽
て
有
ら
ず
と
云
々
。

　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
メ

　
○
　
（
百
）
「
従
二
病
気
始
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ら
き
す
さ
れ
た
り

　
簑
焚
は
、
高
祖
の
臣
下
。
韓
彰
は
同
じ
く
臣
下
。
葱
　
　
酌
は
、
此
等
の
臣

下
の
誠
め
置
か
る
る
事
。
禍
敗
は
、
罪
科
に
処
せ
ら
る
る
事
。
衛
府
は
太
夫
の

官
な
り
。
安
和
は
、
延
喜
。
北
野
は
、
菅
丞
相
是
な
り
。
大
公
望
は
、
仙
人
。

生
処
死
所
、
人
は
之
を
知
ら
ず
。
周
の
文
王
よ
り
幽
王
に
至
る
十
六
代
の
帝
に

仕
へ
、
二
百
九
十
年
。

　
十
九
年
経
は
、
李
広
が
妻
、
迦
仙
の
人
と
云
ひ
し
が
、
檜
を
以
て
我
が
夫
の

形
を
造
り
、
朝
夕
の
飯
酒
を
備
ふ
。
夏
冬
の
衣
裳
、
著
替
せ
り
。
爾
て
こ
そ
李

広
が
命
も
死
な
ず
、
十
九
年
有
り
。
李
広
は
、
蘇
武
。
李
陵
は
、
蘇
武
が
兄
。

永
律
は
、
李
広
が
子
。
胡
国
に
趣
く
時
、
百
日
に
成
る
男
子
生
長
し
て
十
九
才

に
成
る
。
之
に
依
り
て
大
将
の
撰
に
当
た
り
、
且
っ
は
勅
命
を
仰
ぎ
、
且
っ
は

親
父
の
敵
を
愚
か
に
思
は
ん
や
。
百
万
騎
を
付
け
ら
れ
け
る
。

　
昔
、
巖
堀
に
在
る
は
、
詩
を
作
る
な
り
。
漢
王
、
妻
の
迦
仙
の
許
へ
遣
る
。

迦
仙
之
を
見
て
消
え
入
る
な
り
。
別
る
る
時
は
、
李
広
十
六
歳
、
迦
仙
十
四
歳
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
六

今
、
十
九
年
を
経
て
、
別
夫
の
手
跡
を
見
る
心
中
、
推
し
量
ら
れ
て
哀
な
り
。

迦
仙
君
主
に
返
事
の
詩
を
奉
る
。
「
迦
仙
は
衣
を
打
ち
、
南
楼
の
月
に
鳴
く
。

忠
臣
未
だ
返
ら
ず
、
礼
仁
何
づ
く
に
か
在
ら
む
。
」
漢
王
、
弥
恥
ぢ
悲
し
み
、

急
ぎ
胡
国
に
軍
者
を
下
さ
れ
け
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
漢
王
は
三
千
人
の
后
在
す
。
其
の
中
に
王
照
君
は
形
、
万
女
に
勝
れ
た
り
と

云
々
。
麦
に
胡
国
の
王
に
漢
夜
将
と
云
ふ
者
の
宝
物
を
備
へ
て
参
る
。
漢
王
御

感
の
余
り
に
、
「
汝
何
事
か
用
ふ
な
る
。
与
へ
ん
。
」
と
云
々
。
胡
王
承
て
、

「
三
千
人
の
后
の
御
中
に
下
女
と
思
し
食
さ
む
を
給
は
り
て
、
我
が
国
の
君
王

○
カ
シ

と
遵
づ
か
ん
。
」
と
。
漢
王
聞
こ
し
食
し
て
、
自
ら
御
覧
じ
尽
く
す
べ
か
ら
ず
、

「
絵
に
書
か
せ
よ
。
」
と
。
三
千
人
の
后
達
を
似
絵
に
書
き
け
る
。
余
の
后
達
は

絵
師
に
録
を
与
へ
け
れ
ば
、
吉
き
女
形
を
書
く
。
王
照
君
は
本
よ
り
、
我
が
形

は
万
女
に
勝
れ
た
り
と
思
ひ
、
絵
師
に
録
を
与
へ
ず
。
絵
師
、
之
に
依
り
て
悪

女
に
書
き
成
せ
る
。
故
に
、
漢
王
、
王
照
君
を
胡
王
に
賜
ふ
。
万
女
に
勝
れ
た

る
人
な
れ
ば
、
胡
王
喜
ぶ
事
限
り
無
し
。
道
々
の
歎
き
と
申
す
は
中
々
愚
か
な

り
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ニ

　
○
　
赤
木
文
庫
本
神
道
集
巻
八
第
四
十
八
「
上
野
国
那
波
八
郎
大
明
神
事
」
に
「
偏

　
　
　
　
　
ノ
　
ニ
　
メ
　
ッ
キ
奉
ル

　
　
神
明
三
賓
如
崇
遵
　
　
」
と
あ
る
。

　
而
し
て
僧
都
懐
寿
、
此
の
心
哀
れ
み
て

　
　
を
も
い
き
や
ふ
る
き
み
や
こ
を
た
ち
は
な
れ

　
　
こ
の
く
に
人
と
な
ら
ん
物
と
は



後
拾
遺
集
懐
圓
法
師
の
歌

　
み
る
か
ら
に
か
・
み
の
か
げ
の
っ
ら
き
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
か
・
ら
ざ
り
せ
ば
か
・
ら
ま
し
や
は

同
集
赤
染
衛
門
の
歌

　
な
げ
き
こ
そ
み
ち
の
露
に
も
ま
さ
り
け
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
れ
に
し
さ
と
を
こ
へ
し
な
み
だ
は

同
集
顕
照
法
師
の
歌

　
津
の
国
の
な
に
は
の
つ
み
の
む
く
い
き
て

　
我
が
身
ひ
と
っ
を
あ
し
く
か
き
け
る

月
詣
集
惟
宗
広
言
の
歌

　
ゆ
、

　
尤
カ
ら
の
た
ま
の
く
づ
と
は
か
へ
り
け
り

　
な
に
か
へ
し
さ
の
う
ら
す
せ
も
せ
ん

¢
　
（
山
）
「
歎
か
ざ
ら
ま
し
」

　
　
後
拾
遺
和
歌
集
「
こ
ふ
る
な
み
だ
は
」

　
　
月
詣
集
「
こ
こ
ろ
か
ら
玉
藻
の
暦
と
か
く
れ
に
き
何
か
ゑ
島
の
う
ら
み
し
も
せ

　
む
」

　
後
に
漢
王
聞
こ
し
食
し
て
、
直
ち
に
絵
師
を
ば
張
り
付
け
ら
る
。
而
る
に
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
マ
タ

照
君
を
返
し
奉
ゑ
旦
下
な
り
け
れ
ど
も
、
女
子
太
多
儲
け
る
上
、
胡
国
の
王
惜

し
み
て
返
し
奉
ら
ず
。
之
に
依
り
て
胡
国
に
責
め
ら
れ
け
り
。
永
律
軍
に
勝
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
と

て
、
又
、
王
照
君
を
与
ふ
。
返
り
入
り
て
漢
宮
へ
奉
り
け
り
。
而
れ
ば
、
王
照

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

君
は
返
る
な
り
と
云
ふ
説
も
有
り
。
返
ら
ず
と
云
ふ
説
も
有
り
。
朗
詠
に
は

「
身
は
化
し
て
早
く
胡
の
朽
骨
と
為
れ
ど
も
、
家
に
留
ま
り
て
漢
の
荒
門
と
作

る
」
と
云
ふ
詩
の
心
に
は
胡
国
に
て
死
に
た
り
と
見
え
た
り
。
後
漢
書
に
は
王

照
君
、
漢
宮
に
返
り
入
り
て
君
王
に
形
を
見
え
て
悲
歎
に
容
る
と
云
ふ
詩
の
心

で
は
、
返
り
た
り
と
も
見
え
た
り
。
何
れ
も
相
違
有
ら
ず
。
朗
詠
詩
に
は
、
胡

国
に
在
り
し
時
を
作
れ
ば
爾
云
ふ
な
り
。
後
漢
書
の
詩
に
は
返
り
て
後
、
作
り

た
れ
ば
爾
云
ふ
な
り
。

李
広
は
死
人
の
ご
と
く
返
り
来
た
れ
ど
も
、
君
王
の
一
方
の
堅
と
成
り
て
、

昔
の
ご
と
き
武
な
れ
ば
、
活
武
と
書
き
て
、
蘇
武
と
呼
ば
れ
け
り
。

口
位
上
人
は
、
西
行
な
り
。
花
山
院
は
、
冷
泉
院
太
子
〔
乙
酉
〕
則
位
。
在

位
三
年
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
担
当
岩
名
）

平
家
打
聞
　
第
三
巻

　
拝
礼
は
公
卿
殿
上
人
の
直
し
き
礼
儀
。
朝
勤
は
主
と
院
と
の
御
対
面
。
民
共

の
正
月
の
節
の
ご
と
く
行
な
は
る
。
政
務
は
万
機
の
政
を
収
む
る
。
五
瓶
は
花
、

二
　
　
三
　
　
四
　
　
五

閥
、
伽
、
水
、
花
の
瓶
。
学
生
は
勧
学
院
に
於
い
て
男
子
共
の
学
文
す
る
事
。

堂
衆
は
下
生
の
法
師
共
。
流
沙
は
唐
土
と
天
竺
と
の
境
。
水
流
れ
ず
し
て
土
沙

の
限
り
流
さ
る
・
河
。
葱
嶺
は
彼
の
河
の
東
岸
に
有
り
。
別
の
草
無
く
し
て

０
悲
限
り
有
る
山
な
り
。
其
の
葱
有
る
山
の
遠
さ
は
二
百
五
十
里
。
仏
生
国
は
摩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七



訓
・
読
『
平
家
打
聞
』
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（
巻
一
－
巻
三
）

詞
陀
国
。

拝
礼
－
上
六
七
左
４
　
朝
勤
　
上
六
七
左
４
（
朝
蜆
）
　
政
務
－
上
六
八
右
－

五
瓶
　
上
六
九
右
－
　
学
生
－
上
六
九
右
３
　
堂
衆
１
・
上
六
九
右
３
　
流
沙
－

上
八
○
左
６
　
葱
嶺
　
上
八
○
左
６
　
仏
生
国
－
上
八
○
左
８

　
０
　
（
山
）
「
悲
」
。
黒
田
氏
翻
刻
「
韮
」
。

　
五
台
山
は
生
身
の
文
珠
在
す
山
。
抑
、
大
唐
に
法
照
禅
師
と
て
止
事
無
き
智

行
高
徳
の
人
在
し
き
。
常
に
生
を
末
法
に
受
け
た
る
事
を
歎
き
、
形
を
秦
季
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
と
き
　
　
か
つ
い

交
ふ
る
事
を
悲
し
び
、
希
に
正
法
を
聞
く
と
難
も
、
濁
世
の
餐
を
荷
で
出
離

　
　
　
　
　
　
　
Ｏ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

未
だ
一
．
定
せ
ず
。
何
れ
も
為
し
何
れ
も
為
し
、
我
等
凡
く
或
ひ
は
諸
法
師
の
勧

機
三
味
を
具
足
せ
ず
。
遂
に
叶
は
ず
し
て
三
悪
道
に
帰
す
。
宝
の
山
に
入
り
て

手
を
空
し
く
し
て
帰
る
が
ご
と
し
。
恥
づ
べ
し
、
悲
し
む
べ
し
。
故
に
大
聖
文

殊
を
尋
ね
奉
り
、
五
台
山
に
登
り
け
り
。

五
台
山
－
上
八
一
右
６

◎
一
百
一
「
何
為
々
々
一
イ
カ
・
セ
ン
く
か
。
一
一
。

　
　
　
（
百
）
「
凡
惑
ナ
リ
」
。

　
○

　
所
以
は
何
と
な
れ
ば
、
人
身
は
受
け
難
く
、
希
に
受
く
る
も
喜
び
な
り
と
難

も
、
在
世
に
も
生
ぜ
ず
、
天
竺
に
も
生
ぜ
ず
し
て
、
東
海
の
辺
に
生
ま
る
る
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
是
れ
深
き
恨
み
。
仏
法
聞
き
難
く
、
適
聞
け
ば
掌
な
り
と
難
も
、
正
法
も
過

ぎ
像
法
も
過
ぐ
。
如
来
滅
し
て
後
一
千
余
歳
を
経
、
値
ふ
事
を
得
た
り
。
大
い

な
る
悲
し
み
。
而
る
に
文
珠
三
世
の
覚
母
、
九
代
祖
師
の
位
は
大
覚
に
隣
り
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

ま
ふ
な
り
。
悟
り
既
に
究
寛
せ
り
。
常
に
又
諸
仏
の
御
前
に
在
し
て
、
転
法
輪

に
烈
み
た
ま
へ
り
。
大
智
物
に
覆
ひ
て
、
一
切
衆
生
の
発
菩
提
心
は
文
殊
教
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
力
。
而
る
に
此
の
菩
薩
は
常
に
近
く
は
五
台
山
に
在
す
な
れ
ば
、
身
を
捨

て
・
尋
ね
奉
り
、
而
し
て
若
し
尋
ね
相
ふ
の
事
奉
り
有
ら
ば
、
無
量
の
法
門
の

　
　
＠

中
に
出
要
を
差
し
て
奉
り
た
ま
は
ら
ん
。
又
、
生
き
て
相
ひ
尋
ね
奉
ら
ず
ば
、

只
此
の
山
を
出
で
ず
し
て
死
せ
ん
と
誓
ひ
て
、
彼
の
山
に
向
か
ひ
た
ま
ふ
〔
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
、
五
台
山
の
石
は
其
の
功
徳
四
果
上
人
に
超
え
た
り
。
已
上
文
殊
般
若
〕
。

　
　
　
　

時
に
唐
第
の
帝
大
宗
皇
帝
〔
十
八
年
の
日
を
治
む
。
〕
の
第
八
年
天
暦
四
年

〔
庚
戌
〕
、
唐
の
高
祖
の
元
（
年
）
〔
戊
寅
〕
よ
り
百
五
十
三
年
、
仏
滅
〔
癸
酉
〕

よ
り
一
千
七
百
九
年
、
日
本
人
王
四
十
九
代
光
仁
天
王
の
始
め
宝
亀
元
年
に
当

た
れ
り
。

　
　
　
　
　
　
　
ナ
レ
ハ
ト
　
　
　
　
　
　
ケ
レ
ハ
ト

　
Ｏ
（
底
）
「
所
以
者
　
何
」
。
（
山
）
「
所
以
者
　
何
」
。
と
も
に
判
読
不
能
。
（
百
）
は

　
　
　
　
ハ
　
　
　
ン

　
　
「
所
以
者
何
」
と
す
る
。

　
　
　
（
百
）
「
幸
ナ
リ
ト
」
。

　
＠
（
百
）
「
五
台
山
二
近
ツ
キ
常
二
」
。

　
　
（
百
）
「
指
シ
テ
出
要
ヲ
尋
ネ
奉
ン
」
。

　
＠
　
（
山
）
に
よ
る
。
（
底
）
「
玉
上
」
。

　
　
　
（
百
）
「
八
」
。
（
山
）
ナ
シ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
オ
ト
ゾ
レ

　
人
跡
絶
え
て
聲
へ
た
り
。
鳥
獣
も
音
信
せ
ず
。
何
が
心
細
か
り
け
む
。
而
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
◎

道
を
念
じ
他
念
無
し
。
逢
か
に
登
り
て
先
づ
一
つ
の
石
門
を
見
る
。
左
右
に
童

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
は
し

子
有
り
。
則
ち
善
財
、
難
陀
と
号
す
。
禅
師
に
問
ひ
て
云
は
く
、
「
此
の
山
険



　
　
　
　
　
　
　
コ
コ
ロ
サ
し

く
高
し
。
汝
何
の
志
有
り
て
か
登
れ
り
。
」
と
云
ふ
。
麦
に
法
照
此
く
の
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
き
事
を
語
り
し
。
時
に
二
一
人
）
の
童
子
、
禅
師
の
手
を
引
き
て
漸
に
入
ら

む
。
亦
一
っ
の
金
門
有
り
。
其
の
高
き
こ
と
、
百
尺
ば
か
り
。
其
の
金
門
に
入

り
て
後
は
微
妙
の
勝
地
、
玉
と
金
と
を
践
み
て
黎
水
河
と
昆
輪
山
と
和
合
せ
る

が
ご
と
し
。
縦
纐
廿
余
里
ば
か
り
。
又
、
金
の
階
を
歩
ん
で
入
る
。
其
の
階
の

て
い
だ
ら
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ラ
カ

為
体
虹
の
ご
と
く
、
辺
り
に
衆
鳥
有
り
と
云
々
。
実
に
衆
宝
荘
厳
楼
閣
、
　
公
瓦

を
並
べ
た
る
こ
と
一
百
廿
院
。
此
く
の
ご
と
く
経
暦
し
て
、
遂
に
大
聖
行
林
寺

に
詣
づ
。

　
　
　
　
　
　
セ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
¢
（
山
一
「
音
信
」
に
よ
る
。
一
底
一
「
音
信
」
。

　
　
　
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ

　
　
（
山
一
「
左
右
」
に
よ
る
。
一
底
）
「
左
右
」
。

　
　
（
百
一
「
入
ル
ニ
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

　
則
ち
普
賢
、
文
珠
二
大
聖
並
び
て
光
を
在
す
。
普
賢
菩
薩
は
七
枝
六
牙
の
大

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
象
に
乗
り
、
其
の
象
の
上
に
三
人
の
化
人
在
す
。
一
を
ば
金
輸
を
捧
げ
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

を
ば
摩
尼
珠
を
捧
げ
、
一
を
ば
金
剛
鈷
を
把
る
。
五
十
種
の
光
明
其
の
身
を
旦
一

足
し
て
、
衆
多
の
菩
薩
前
後
に
囲
邊
す
。
諸
仏
の
長
子
在
せ
ば
首
楊
厳
三
昧
の

威
徳
実
に
気
高
く
、
恒
順
衆
生
の
菩
薩
な
れ
ば
大
慈
大
悲
色
を
顕
し
た
ま
へ
り
。

文
殊
師
利
菩
薩
は
又
、
師
子
の
座
上
に
在
す
。
其
の
師
子
王
は
六
度
満
足
の
体

大
に
し
て
、
万
行
諸
波
羅
蜜
の
膚
へ
肥
え
た
り
。
大
聖
文
殊
は
則
ち
一
万
二
千

の
菩
薩
を
春
属
と
為
し
て
、
左
右
に
侍
り
。
凡
そ
此
の
菩
薩
は
三
世
に
成
道
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

過
去
に
は
龍
樹
上
智
尊
王
如
来
、
現
在
は
歓
喜
摩
尼
宝
積
仏
、
未
来
に
は
普
賢

　
　
　
　
　
訓
読
『
平
家
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聞
』
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巻
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－
巻
三
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現
世
尊
な
り
と
思
ひ
連
ね
た
る
に
、
涙
双
眼
に
浮
か
み
、
五
体
を
地
に
投
げ
稽

首
作
礼
し
、
長
脆
し
て
掌
を
合
は
す
。

　
○
（
百
一
「
光
ヲ
並
ベ
テ
在
ス
」
。

　
＠
０
＠
　
一
百
一
は
い
ず
れ
も
「
ニ
ハ
」
。

　
＠
　
（
百
）
「
二
」

　
＠
　
（
百
一
「
歓
喜
蔵
摩
尼
宝
積
仏
」
。

　
　
　
　
　
¢
　
　
　
マ
オ

　
ニ
菩
薩
を
以
つ
て
言
さ
く
、
「
末
法
の
凡
夫
、
聖
を
去
る
こ
と
逢
か
に
知
識

劣
に
し
て
、
垢
稜
最
も
深
し
。
仏
法
玄
広
に
し
て
結
行
無
辺
。
諸
法
門
に
於
い

て
は
何
れ
の
法
門
を
修
し
、
何
れ
の
法
を
行
し
て
か
成
就
易
く
、
疾
く
成
仏
を

得
む
。
唯
願
は
く
は
大
聖
我
を
し
て
解
脱
し
、
疑
網
を
断
た
し
め
た
ま
へ
。
」

　
　
　
　
　
　
ノ
タ
マ

と
。
文
殊
師
利
言
は
く
、
「
汝
己
に
念
仏
せ
よ
。
今
正
に
是
の
時
、
諸
修
行
門

は
念
仏
に
過
ぎ
た
る
こ
と
無
し
。
一
切
の
諸
波
羅
密
甚
だ
深
く
、
禅
定
乃
至
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仏
は
皆
念
仏
に
よ
り
生
ず
。
汝
等
が
常
に
無
上
法
王
を
念
に
応
じ
、
休
息
無
か

ら
し
む
。
此
界
を
去
り
正
し
く
西
に
阿
弥
陀
仏
有
り
。
彼
の
仏
の
願
力
不
可
思

議
な
り
。
命
終
す
る
時
決
定
し
て
彼
の
国
に
往
生
し
、
永
く
退
転
せ
ず
。
速
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
オ

か
に
三
界
を
出
で
て
、
疾
く
ぞ
成
仏
を
得
む
。
」
と
。
此
の
語
已
は
る
時
、
ニ

　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
タ
マ

大
聖
各
々
手
を
箭
べ
て
法
照
の
頂
を
摩
で
・
授
記
を
為
し
て
云
は
く
、
「
念
仏

を
以
つ
て
の
故
、
久
し
か
ら
ず
し
て
疾
く
無
上
菩
薩
を
証
す
。
若
し
善
男
善
女

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
等
疾
く
成
仏
せ
ん
と
欲
さ
ば
、
念
仏
の
み
過
ぎ
た
る
は
無
し
。
」
と
。

　
○
　
（
百
）
「
二
」
。

　
　
　
　
　
ヘ
ン
　
　
ス

　
　
　
（
百
）
「
応
レ
念
」
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
（
百
）

訓
読

「
二
」

『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

　
玉
泉
寺
は
大
唐
に
智
恵
高
行
の
僧
有
り
。
余
事
を
ば
傾
せ
ず
。
只
偏
へ
に
富

貴
を
欣
ぶ
。
過
去
の
宿
執
に
や
、
大
富
長
者
と
成
り
ぬ
。
之
に
依
つ
て
、
金
銀

　
　
　
　
　
　
　
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ザ

を
以
つ
て
瑠
璃
を
伏
せ
、
其
の
家
を
荘
る
。
居
し
程
年
閑
け
て
、
齢
傾
き
て
死

　
　
　
　
（
マ
マ
）

す
。
家
に
忘
執
を
留
め
し
か
ば
、
鬼
王
と
成
り
て
家
の
天
井
に
伏
せ
り
。
故

に
其
の
坊
内
へ
人
入
る
こ
と
無
し
。
適
内
を
見
物
す
る
人
者
を
ば
、
此
の
鬼
取

り
て
之
を
食
す
る
問
、
人
跡
絶
え
は
て
鳩
菟
の
栖
と
成
り
ぬ
。
麦
に
智
行
高
名

の
僧
有
り
。
誠
に
此
の
坊
へ
行
き
見
透
る
に
、
心
も
詞
も
及
ば
れ
ず
。
東
に
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ツ
キ

柳
桜
を
殖
ゑ
、
北
に
は
白
土
を
以
つ
て
雪
山
を
樋
せ
り
。
木
の
丸
殿
の
有
様
も

実
に
優
美
な
り
。
西
に
は
紫
竹
呉
竹
を
別
け
殖
ゑ
た
り
。
南
に
は
池
有
り
。
池

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
－
し
ら

の
結
構
に
は
金
銀
水
精
を
交
へ
た
り
。
玉
泉
を
杵
へ
た
る
。
玉
泉
坊
と
名
づ

け
た
る
も
理
と
思
ふ
程
に
、
秋
の
中
半
な
れ
ば
、
萩
の
下
露
に
月
光
耀
き
て
玉

か
と
覚
え
て
面
白
な
れ
ば
一
首
の
歌
を
詠
む
。

　
　
た
ま
の
い
づ
み
も
と
の
あ
る
じ
は
な
け
れ
ど
も

　
　
う
は
の
そ
れ
な
る
月
ぞ
や
ど
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア

之
を
聞
き
て
天
井
よ
り
、
「
唆
」
と
云
ひ
て
出
で
来
る
者
を
見
れ
ば
、
色
赤
黄

に
し
て
青
き
体
為
し
た
り
。
此
の
僧
則
時
に
消
え
入
り
ぬ
。
彼
の
鬼
王
之
を
見

て
、
生
活
気
を
吹
き
懸
け
れ
ば
則
ち
活
へ
る
。
鬼
王
泣
く
泣
く
此
の
僧
に
語
り

て
云
は
く
、
「
今
夜
よ
り
後
は
此
の
坊
は
御
辺
に
奉
る
。
後
生
を
訪
ひ
た
ま
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

べ
し
。
」
と
て
失
せ
に
け
り
。
爾
の
時
、
此
の
僧
喜
び
此
の
寺
の
長
老
と
成
り

ぬ
。
其
れ
よ
り
此
の
寺
を
玉
泉
寺
と
名
づ
け
、
拝
壇
寺
と
云
ふ
も
な
り
。

玉
泉
寺
－
上
八
一
右
６

　
日
吉
山
王
は
鎮
護
国
家
の
霊
神
、
円
宗
の
守
護
。
神
道
は
逢
か
に
其
の
最
初

　
　
　
　
　
　
　
　
た
け

を
尋
ね
奉
れ
ば
、
太
嶺
の
頂
、
修
禅
の
石
の
上
に
繋
ぎ
け
る
。
常
楽
我
浄
の
四

徳
波
羅
密
、
彼
の
時
よ
り
彼
の
峰
に
住
す
。
今
、
伝
教
大
師
一
乗
円
宗
を
此
の

山
に
弘
め
た
ま
ふ
。
麓
に
下
り
て
、
山
王
権
現
と
顕
れ
た
ま
へ
り
。
廿
一
社
の

上
七
社
、
第
一
の
宮
を
ば
大
宮
法
宿
権
現
と
号
す
。
本
地
は
大
恩
教
主
釈
迦
牟

尼
如
来
。
二
の
宮
は
地
主
権
現
高
座
天
王
、
是
れ
本
地
は
薬
師
如
来
。
三
の
宮

は
聖
真
子
権
現
、
本
地
は
阿
弥
陀
。
四
の
宮
は
第
八
王
子
、
本
地
は
千
手
。
五

の
宮
は
客
人
の
宮
、
本
地
は
十
一
面
。
六
の
宮
は
十
禅
師
権
現
、
本
地
は
地
蔵
。

第
七
は
第
三
王
子
、
本
地
は
普
賢
菩
薩
。
此
の
外
八
王
子
、
王
子
の
宮
、
大
行

事
、
早
尾
等
は
、
虚
空
蔵
、
文
殊
、
多
聞
天
、
不
動
尊
等
。
惣
じ
て
上
中
下
廿

一
社
、
皆
或
ひ
は
法
王
斉
ひ
と
し
、
或
ひ
は
等
覚
分
に
居
、
究
寛
を
証
せ
り
。

慈
悲
を
並
べ
た
ま
へ
り
。
伝
教
、
慈
覚
御
在
生
の
時
よ
り
本
地
を
顕
し
た
ま
へ

り
。
以
来
既
に
五
百
才
に
及
ぶ
。
況
ん
や
小
比
叡
修
禅
の
昔
は
雲
霞
の
隔
て
幾

千
年
と
も
知
れ
ず
。

日
吉
山
王
　
上
二
二
四
左
４

　
花
山
法
皇
は
日
本
の
帝
王
六
十
五
代
の
帝
。
冷
泉
院
の
第
一
の
御
子
。
御
母

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
さ

は
贈
皇
后
懐
子
と
申
し
ぬ
。
大
政
大
臣
伊
丑
ノ
の
第
一
の
御
娘
。
二
才
に
て
東
宮
、



天
元
五
年
〔
戊
午
〕
二
月
十
五
日
御
元
服
。
御
年
十
五
。
永
観
二
一
年
）
〔
甲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
ら

申
〕
八
月
廿
八
日
位
に
即
か
せ
た
ま
ふ
。
御
年
十
才
。
此
の
帝
は
御
形
言
柄
誠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＾
マ
マ
一

に
有
り
難
く
、
御
身
の
才
覚
も
亦
、
殊
に
勝
れ
た
ま
へ
り
。
慈
悲
の
心
深
し
御

事
に
て
、
遂
に
遁
世
の
御
心
有
り
。
那
智
山
に
籠
り
た
ま
へ
り
と
云
々
。

花
山
法
皇
－
上
二
二
五
左
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
以
上
、
担
当
谷
村
）

訓
読

『
平
家
打
聞
』
Ｈ
（
巻
一
－
巻
三
）

七
一
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